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概要  

Ⅰ．<取り組み課題> 

・令和４～５年度に、３名の看取りを目的とした 

 入所者を受け入れた。 

・３名の内訳は、 

A さん：８０代、女性、在所日数１５日間 

 B さん：９０代、女性、在所日数８日間 

 C さん：９０代、女性、在所日数９日間 

 A さんと C さんは医療機関に入院、B さんは 

他施設に入所されていた。家族は経管栄養を 

 続けることに悩み、面会もできない状況であり、 

 家族と自然に最期を迎えることができる施設を 

探しておられた。 

・受け入れ後に職員アンケートを実施し、マニュ 

アルの見直しなど行った。取り組みの結果と 

今後の課題を報告する。 

 

Ⅱ．<具体的な取り組み> 

（１）３名の入所・看取りに関し、数名の職員から

「関わる期間が短く、ご本人の状況を十分把握でき

なかった。家族との関係作りもできなかった」と 

いう意見があった。 

２）施設内の「看取り担当者」で話し合いを行い、

職員アンケートを実施することとした。 

回答数 介護職員：３１名（回収率８７.１％） 

看護師など：１３名（回収率８１.３％） 

（３）「看取り目的で入所される理由を把握していま

すか？」の設問には、「している」（１９名）、「少し

している」（１４名）と回答した。 

（４）「看取りを目的とした入所に関して、不安など

マイナスな感情がありますか？」の設問には、「ある」

（１名）、「少しある」（２０名）、「ほとんどない」（１

３名）、「まったくない」（５名）と回答した。 

 

 

 

（５）「今後看取り目的の入所者を受け入れるうえ

で、課題は何だと思いますか？」（複数回答可）の

設問には、 

・「看取り指針」などマニュアルの作成、周知、 

 見直し（１４名） 

・アドバンスケアプランニング（以下、ACP）の 

実施（１７名） 

・家族対応、グリーフケアの実施（１３名） 

の３つが上位であった。 

 

Ⅲ．<活動の成果と評価> 

① アンケート結果から、職員が何に不安を抱え

ているのかを把握することができた。 

② 課題の１つである「看取り介護に関する指針」

「家族向け看取りパンフレット」について再

検討を行った。終末期に臨むことを家族から

聞き取りし、家族・職員で共有することとし

た。 

③ 職員会議にて再検討の結果を周知した。 

 

Ⅳ．<今後の課題> 

医療機関などで面会が制限され、今後も「看取り

目的の入所」についての相談はあり得ると考えて

いる。今回の取組みを基に現在のケアを見直し、

職員が不安を抱えることなくより良い看取りケア

につなげていく必要がある。また、今回のアンケ

ートの残された課題である「ACP の実施」「家族対

応・グリーフケア」については、来年度以降に計

画的に取り組んでいく。 

 

（引用文献） 

「みんなで支える終末期のケア」奥野滋子・森谷

記代子著 技術評論社（２０１９年） 

 

 

 

 

 

 

平成７年４月、広島市中区江波に開設。従来型定員８０名、短期入所生活介護２

０名を併設。入所者の平均介護度は４，１。平均年齢は８６、６才。 
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